
 

 

 

 

 

 

 

「飯田高校だより」は、学校評価に関わる学校の情報を保護者の

皆様に出来る限りわかりやすくお伝えすることを目的に発行していま

す。学校評価については 7月に「今年度の重点目標」、12月に「中

間目標」、3月に「評価のまとめ」を掲載していきます。 

その他の学校情報もホームページにも随時掲載します。 

http://www.nagano-c.ed.jp/iida-hs/ 

 

学校長挨拶（始業式挨拶より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５９号 

令和５年７月 2８日 

長野県飯田高等学校 

教務係 

みなさん、おはようございます。春休みで静かだった校舎内外に、皆さんの元気な声が聞こえ、新年度がいよい

よ始まるんだなと実感しています。また、私たちの日常生活を脅かしてきた新型コロナウイルスもようやく収束に向

かう中、これまでと違う心持ちで新年度を迎えている人も多いのではないでしょうか。しかし、今後も個人個人が

感染拡大防止に心がけ、安心・安全な学校生活を送ってもらいたいと思います。 

話は変わりますが、この前、久しぶりに映画を観に行きました。皆さんの中には既に観た人が多くいるのではな

いかと思いますが、遅ればせながら新海誠監督の『すずめの戸締り』です。日本独特の風習、習慣が織り込まれ

ているため、内容的には賛否両論があるようですが、個人的には 12年前に起こった東日本大震災をモチーフと

した深い内容とともに、独特の透明感のある素晴らしい作品だと思った次第です。 

大学時代はよく映画を観に行きましたが、最初に映画館で観たのは、高校時代で確か地下中劇で黒沢明監督

の『影武者』だったと記憶しています。ここ最近は映画館に足を運ぶのは、年に１、２回程度です。これまで最も感

動した映画は『ニュー・シネマ・パラダイス』で、流れる美しいメロディーとともに、心が温かくまた切なくなる内容

で、何度観ても飽きない素晴らしい映画です。是非観ることを勧めます。その反対というか、別の意味で強烈なイン

パクトを受けたのは、アーノルド・シュワルツェネッガー主演の『ターミネーター』です。 

簡単に内容に触れると、未来の地球を支配していたＡＩ（人工知能）にとって、邪魔な存在である人類のリーダ

ーを排除するため、現代に殺人ロボット、ターミネーターを送り抹殺しようとするのですが、最後は…というタイムト

ラベルＳＦ映画です。この映画も最後の最後まで手に汗を握る内容ですが、今日話したいのは、映画のことではな

く、人工知能ＡＩと人間の良識についてです。 

現在も続いているウクライナ戦争では、ロシアのＡＩを搭載した無人攻撃ドローンや偵察機により、今でも戦争に

は関係のない多くの市民が巻き添えとなっており、“人道”に反する行為が相変わらず続いています。誤解を招か

ないよう言えば、ウクライナ側も戦場では同様の兵器を使用しているようですが。 

多くの市民が巻き添えとなっているニュース映像を見ながら、以前哲学者の森岡正博氏が、「もし戦争が不可

避となった場合、ＡＩを使用して殺害したい人物を瞬時に識別し、ピンポイントで狙って消し去り、一般市民の犠牲

者が少なくなるような戦争こそが、最も人道的な戦争であると言われた時、いったい誰がそのような戦争に反対で

きるだろうか」と述べています。 

また、今世界中で、人間と会話をするように自然な答えを返してくれる、対話型人工知能である“チャットＧＰＴ”

が注目され、利用が急速に拡大しているようです。さらに、学生がチャットＧＰＴを使用して就職時に必要な書類を

作成し、企業側がＡＩを使用してその書類を審査して採用か不採用を決めるというような、笑えない状況が今後起

こる、もしかしたら起こっているかもしれません。 



 

 

 

新任式・始業式 

   
４月５日（水）に、令和５年度の新任式・始業式がありました。ここ数年は集会をオンラインで実施していたため、

２・３年生にとっては初めて全員で参加する始業式になりました。 

始業式に先立ち新任式が行われました。今年度新たに 13名の職員が加わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

このように、私たちのＡＩへの依存度は今後さらに高まり、「ＡＩが言っているのだから大丈夫だ」とか「まずは、ＡＩ

に聞いて決めよう」などという状況になることも考えられます。また、2045年にはシンギュラリティに到達すると言

われていますが、果たしてそれが、私たちにとって幸せでより良い社会といえるのでしょうか。まさしく、森岡氏が言

うところの「テクノロジーが私たちの良識に突き付けてくる難問」だと思います。 

この難問に対して私たちは、これまで以上に“良識と豊かな感性を育む”ことが大切ではないかと思います。「良

識」とは何か、岩波書店の「広辞苑」には「社会人としての健全な判断力」、また三省堂の「大辞林」には「すぐれ

た見識。善悪の判断を下せる、社会的につちかわれた見識」と記されています。すなわち、「良識」とは先天的なも

のではなく、人間の様々な営みや経験などによって培われる判断力だということです。 

“良識と豊かな感性を育む”ためには、これまで以上に深い対話をすることが重要だと考えます。対話を通して、

個人個人の考えを深く知り、課題に対する共通理解を深め、より良い方向性を見出していくことが、難問の解決の

手がかりとなるのではないでしょうか。 

コロナ禍では感染拡大を恐れて、様々な場面での対話が少なくなっていたと思います。オンラインでの話し合い

に関しては、確かに利便性はありますが、深い議論、十分な対話に至らないことがあるのではないかと個人的には

感じています。 

withコロナの時代が本格的に始まる今年度、通常の授業ではもちろんのこと、班活動や生徒自治活動、さらに

は地域の人たち、異年齢の人たちとの対話を積極的に行い、より良い社会構築のための健全な判断力、良識を育

んでもらいたいと願っています。また、書物を通して過去や未来、あるいは世界と対話すること、四季の移ろいの中

で、自然と対話することも優れた良識を育むことに繋がるのではないでしょうか。映画鑑賞もまた対話かもしれま

せん。また、校長室での対話も welcomeです。 

新年度、３年生にとっては次のステージを見据えた“発展期”、そして２年生にとっては高校生活をより豊かにす

るための“充実期”だと思います。それぞれの目標に向けて頑張って下さい。今年度の皆さんの活躍を大いに楽し

みにしています。また、明日には新たに 243名の１年生が入学してきます。先輩として、また仲間として、１年生が

充実した高校生活を送られるよう、暖かく見守ってもらいたいと思います。 

 

清水 敏   教頭   高遠高校より  小山 由高 先生（英語）   新規採用 

岸   優太 先生（数学）   新規採用  古谷裕美子先生（家庭）   阿智・阿南高校より 

勝岡 桃子 先生（理科）   塩尻志学館高校より 清水 遥菜 先生（養護）   新規採用 

塩澤 一成 先生（理科）   上田高校より  中山 光康 先生（数学）  

松崎 啓恵 先生（理科）    伊藤 和広 事務長   建設政策課用地係より 

三村 光永 先生（理科）   飯田風越高校より 鹿角 祐介 先生（事務） 

金子 侑樹 先生（音楽）   阿智高校と兼務、伊那西高校より 



 

 

入学式 

4月６日（木）に普通科 202名、理数科 41名の新入

生を迎えました。 

はじめは緊張した面持ちの新入生のみなさんでしたが、

校長先生や来賓の方々の温かい言葉に胸打たれ、新しい

生活と友情への期待が高まりました。佐藤瑠星さんによる

新入生代表宣誓も堂々としており、新たなステージへの意

気込みを共有することができました。 

入学式の後は各クラスへ移動し、担任やクラスメ

イトと対面しました。翌日以降、オリエンテーションや

実力診断テストなど各種行事が盛りだくさんでし

た。 

学業、班活動、各行事など様々な活動をとおして、

級友との親交を深め、日々が楽しく充実したものと

なることを願っています。私たちも、皆さんの成長を

見守り、夢に向かって共に歩んで行きます。 

生徒自治会特集 

✓ 第 66回 独立記念強歩大会（4月 27日） 

   
強歩大会を５年ぶりに実施しました。コースは、飯田高校と高森町の天白公園を往復する約 20kmの道のりで

す。当日は天候にも恵まれ、気持ちよくコースを巡ることができました。 

✓ 春季クラスマッチ（6月 8・9日） 

   
今年度最初のクラス対抗行事です。この日に合わせて、各クラス趣向を凝らした Tシャツを作成しています。雨

のため、２日目は室内競技のみを実施しました。経験者がリーダーシップを執り、得意・不得意を問わずチーム一丸

となって競技に臨む姿は頼もしい限りです。応援も白熱し、クラスの絆がより一層深まったことと思います。 



 

 

✓ 第 68回 高松祭 『百花繚乱 ～青春よ、咲き誇れ～』（6月 23～25日） 

 
６月２３日（金）に、飯田文化会館において音楽会を開催しました。多くの保護

者の皆様にもご来場いただき、盛大に開催することができました。音楽会に向け、

どのクラスも練習を積み重ねてきました。その成果が存分に発揮され、高校生らし

い重厚な合唱でした。 

24日(土)、25日(日)は一般公開を実施しました。一般の来校者数は 3000

人を超え、笑顔に包まれた素晴らしい二日間となりました。各クラスの創意工夫が

込められた企画展示や、各班活の日頃の練習の成果が詰まったパフォーマンスも

ご好評をいただきました。 

文化祭を行うことができたのも、保護者や地域の方々のご理解とご協力のお陰

です。数年ぶりの制限無し一般公開ということもあり、至らぬ点が多々あったかと

は思いますが、来年度へ活かしてより良い高松祭にしていきたいと思います。 

   

   

班活動 総体・各種大会結果 

剣道 男子個人戦 下岡 蓮 南信大会優勝🏆、県大会５位、北信越大会出場✨ 

女子個人戦 村下祐香  南信大会５位、 村松李香  南信大会 7位 

男子団体戦 南信大会 4位、 県大会出場 

女子団体戦 南信大会優勝🏆、 県大会決勝トーナメント進出 

水泳 山﨑大輝  南信大会 100m背泳ぎ 2位、 200m背泳ぎ 3位 

          県大会   100m背泳ぎ 2位、 200m背泳ぎ 4位 

          北信越大会出場✨ 

鈴木陽向  南信大会  50m自由形 8位、 100m背泳ぎ 7位 

野竹爽太  南信大会 100m平泳ぎ 8位、 200m個人メドレー7位 

羽生彩華  南信大会  50m自由形 3位、 100m背泳ぎ 3位 

          県大会   100m背泳ぎ 6位、 北信越大会出場✨ 

平林愛琉  南信大会 100m平泳ぎ 4位、 200m平泳ぎ 2位 

          県大会   100m平泳ぎ 7位、 200m平泳ぎ 5位 

          北信越大会出場✨ 



 

 

バスケットボール 男子 南信大会５位、 

 県大会１回戦 76－72(長野)、２回戦 57－119(松商学園) 

弓道 女子団体戦 南信大会 6位、 県大会決勝トーナメント(ベスト８)進出 

バレーボール 男子 南信大会 7位、 県大会１回戦 0-2(長野商業) 

女子 南信大会 2位、 

 県大会１回戦 2-0(小諸商業)、２回戦 0-2(松本国際) 

ラグビー 県大会 3位、 1回戦 55-0(伊那北)、 準決勝 17-42(OIDE長姫)、 

3位決定戦 61-0(長野工業) 

サッカー 南信大会 3回戦進出、 県大会１回戦 ０－４(松商学園) 

野球 第 148回春季高等学校野球南信大会 ベスト４、 

県大会 1回戦 2-8(松本第一) 

第 105回全国高等学校野球選手権記念長野大会 

１回戦 14-0(須坂創成)、 ２回戦 3-4(諏訪清陵) 

競技かるた 県大会準優勝、  

第 45回全国高等学校選手権大会ベスト１６進出✨ 

１回戦 3-2（洛南）、２回戦 3-2(大館鳳鳴)、３回戦 0-5(前橋女子) 

この他にも多くの生徒たちが活躍しています。続報にご期待下さい。      

 

   
 

悩み相談窓口のご紹介 

 学校生活での悩みや相談は一人で抱え込まないで、担任の先生や相談しやすい先生に些細なことでも話してみ

ましょう。話すことで心が軽くなります。もし直接話しにくいようなら、LINEでの窓口なども用意されていますのでご検

討ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・LINE相談窓口「ひとりで悩まないで＠長野」 

○ピア・デイ 7・８・９月の毎週水曜日 

受付時間 18時～20時（相談終了 20時 30分） 

 

〇日曜日の相談 受付時間 18時～21時 

（相談終了 21時 30分） 

○相談方法 

  右のＱＲコード、 

    または 

友だち追加用ＵＲＬ 

(https://lin.ee/nB0SaYu)より。 

校外相談窓口 

・学校生活相談センター 

電話：0120-0-78310（２４時間） 

メール：gakko-sidan@pref.nagano.lg.jp 

 

・子ども支援センター 

子ども用：0800-800-8035(無料) 

     月～金 10：00～18：00 

メール：kodomo-

shien@pref.nagano.lg.jp 

https://lin.ee/nB0SaYu
mailto:gakko-sidan@pref.nagano.lg.jp
mailto:kodomo-shien@pref.nagano.lg.jp
mailto:kodomo-shien@pref.nagano.lg.jp


 

 

  



 

 

 


